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良質の蒸気を得るには缶水濃度の安定、蒸気負荷に応じた水位

レベル制御、蒸気の効率的な気水分離が不可欠で魂 S∪では「2
連水位制御」「AIブ ロー制御」により高い乾き度の条件を満たし、

発生した蒸気をヘッダ内部のウォータバッフル板で第¬次気水分離。

さらに、サイクロンセパレータで第2次遠心分離を行い、高乾き度

の良質の蒸気を確保しました。
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蓬蟄難縫盤で
書雌轟む賞霊

特殊ヒレ缶体により缶体効率を90%まで向上。(缶体のみ)

ωフロー缶体をさらにつきつめ、缶体効率を90%まで高

めるとともに、スリムに出来ました。また、エコノマイザと

の組み合わせにより、ボイラ効率95%を達成し、省エネ・

C02削減に貢献しま晩また、お客様の二―ズに合わせて

2種類から選択可能で魂

三べTR難導券
姦止彎賞焼

S∪―ア50Zは当社従来のボイラ(A-750)
と比較し、45%の省スペースを実現。多缶

設置時にも威力を発揮しま魂
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ボイラの運転は、見や

すい大きな「運転」スイ

ッチをポンと押すだ

|九 自動で給水を行い、

蒸気の供給を開始し

ま魂 また、このスイッ

チで燃料バルプの電

源がダイレクトに切れ

ますので、安全に停止

させることができま魂
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言「水装置で硬度

≡■これにより、

1言損傷をもた

ここ予知1青幸長とt

経過 時間 (日 )

園■タリースイッチ舞爾

予定時亥」や蒸気圧

力の設定には、くる

くる回して数字を

変える「□―タリー

スイッチ」を採用。

より簡単な操作性

を実現しました。
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ボイラ室管理用 本体故障解析用

園ユーシ リティチェック

圏周辺管理チェック

圏本体管理チェック

□燃焼チェック   霞給水チェック
ロ保全チェック   ロセンサチェック
目通信不良     臨通信チェック
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気温変動による
効率変動もなくしま魂

＼ ノ
供給0.量 [一定]

(月 )

夏、冬で気温が変化し、給気温度が変化しても、搭載したインバータに
よつて回転数を補正し、適正な02量を維持しま魂これにより安定した
燃焼状態を確保し、高効率とクリーンな排ガスを保ちま魂

=

水装置で硬度分を除去しきれないと水管に水垢のようなスケールと呼ばれるものが付着し
瓦これにより、水管から水への伝熱量が低下しボイラ効率が低下しま魂これがひどくなると
管損傷をもたらす危険性がありま魂 SUは水管の管壁温度上昇を検知し、一定基準を超え
こ予知情報としてメンテナンス拠点へ通報できま魂  (メンテナンス契約時)
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単缶
～
2缶 (総蒸発量3000kgい )
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SU三500ZH

SU-750ZHI

20A(標 準水 )

注●プロー出口は、缶体プロー、濃縮ブロー、高濃縮プロー出口を示しま魂



要 単位
SU-500ZH Su― フ50ZH Su-500ZS Su-750ZS
灯油  IA重 油 灯油 A重油 灯油 IA重 油 灯 油 A重油

本

体

ボイラ種類 簡易ボイラ (多管式員流ボイラ)

取扱者資格 資格不要

最高圧力 MPa 098
使用圧力範囲 卜ЛPa 049～088
相当蒸発量 500 693 フ30 500 フ31 750

実際蒸発量 kg/h 419 581 612 419 613 629

熱出力 kW 313 434 458 313 459 4フ0

伝熱面積 49

71Nイ ラ効率 % 90 95

保有水量 L 90 85 90 85

燃料消費量

3601342 499 34]1324 499 486
kg/h 2881293 399 429 2フ 31278 399 417
klA7 348 483 509 330 482 495

使用電源 AC 200V 50/60Hz 3オ ロ

電源引込線径 20 35 35

電源遮断器容量 温水 A 20 20

プ無 20 20

電

設備電力

準水

kW

34

225 34 225 34

0フ5 075
たえ
　

容

　

量

総電気

容量

(50Hz,

60Hz)

標  準

標準水

kVA

279/268
483/481

279/268
483/481

高温水 348/341 348/341
ポ 154/14フ 289/287 154/147 289/287

インヽ―タ

標準水
483/481 483/481

高温水

289/28フ 289/287
送風機 kW 055 055

給水ボンプ
標準水

kVピ

085 085
高温水

オイ,レポンプ kW 02

製品質量

標準水 1010
1,050

1,220

1,230高温オ 970 1,190

ポンプ無 990 1.020 1,200

バ
■
ナ

型 式 強制押込通風油圧力噴霧方式

着大方式 高圧電気スパーク方式

燃焼検知方式 紫外線光電管

燃焼制御方式 三位置制御方式

注■給水温度850以上の場合は、高温水仕様となりま茂

注2A重 油をこ使用の場合は」Sl種 1号 を推奨しま魂

燃料中の硫黄分と結露水により排気筒内面が腐食しま●.ま た腐食物の飛散に

より、屋根 建物 その他周囲のものを腐食させたり汚したりすることがありま魂

よつて硫黄分の低 0」 Sl種 1号を推奨しま魂

注3:S型 は給水温度550以上で使用するものとしま■

注4:使用圧力範囲を超えると安全弁より蒸気漏れや吹き出しが発生するおそれ

がありま魂 ポイラの蒸気圧力設定が使用圧力範囲を超える場合は別途お問い

合わせくださし、

ロオプシヨンー覧 O 標準、△ オプショスー 設定なし
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名

標準ポンブ ○ ○

高温水ポンブ

ポンプ無

電話モデム通信

オンエアーメンテナンス通信

O 0
Mlチ ヤッキ

高濃縮プロー弁2

プロー熱交

公益財回法人日本小型貫流ポイラー協会「ポイラー性能表示基準値 J

■燃料の発熱量は、下記数値を使用する。

燃料種 低発熱量 密 度

灯油 435M」 /k9 0809/cm3

A重油 427M」′kq 0869/cn3

ロボイラ効率の算出条件

運 転 Eカ 給水温度 150

熱勘定方式 給気温度 35℃

ポイラ効率の誤差±2%、 燃量消費量の誤差

■実際蒸発量は、給水温度15℃ 、蒸気圧力0 49MPaを 基準とする。

■熱出力、燃料消費量、設備電力は公益財団法人日本小型貫流ポイラー協会

『小型貫流ポイラー性能表示ガイドライン』による。

SU・500ZS

S崎敬漆

給水入□ 25A(標 準水)

注●プロー出Elは 、缶体プロー、濃縮プロー、高濃縮プロー出口を示しま丸



ミウラ独自のシステムで徹底サポート

ボイラカtメンテナンス
拠点に自動通報

メンテナンス拠点が不在の場合でも
安心の転送システム
万が一異常通報を受けたメンテナンス拠点のサービ
スエンジエアが不在の場合は、異常通信データを別
の拠点に自動転送。また、夜間や休日の場合は、ミウ
ラ本社のオンラインセンターヘ自動転送されます。

故障でスチームシステムが停止することのないよう、
通信機能を活用 して計画的にメンテナンスを行つて
しヽます。万力‐ の トラ功 レには、ミウラのサービスエ

ンジエアが全力をあげてノヾックアップいたします。

お知らせ、または故障の場合はポイラ
がメンテナンス拠点へ自動通報。
スチームシステムがお知 らせ、または故障の場合
予め設定されてしヽるミウラのメンテナンス拠点
に、電話回線を通 じてデータを自動通報。直ちに

拠点のコンピュータがそれを受け萩す。

し

■簡易ボイラをご使用いただくに当たり、事業主様の責務として、法令を遵守した届出、設置、施工、使用の義務がございます。■設置、施工に当たっては、関係法令を遵守すると共に、本装置の据付要領書に従い正しく施工してください。■関係法令は、消防法 (火災予防条例を含む)、 大気汚染防止法、労働安全衛生法、建築基準法、水質汚濁防止法、河川法、下水道法、公害防止
条例、水道法、液化石油ガス法等がございます。また、他にも各都道府県・市の条例等がございますので、所轄の監督官庁へご確認ください。■ボィラブロー水には、高アルカリ、高温水、スラッジが含まれておりますので、必ず適切な排水処理を行ってください。

…
■消防署関係
危険物に関する届出
危険物を貯蔵または取り扱う施設は、その数量により規市」を受けるため所轄の消防署ヘ
必要な届出を行う事。

ボイラー設置届
ボイラーを設置する場合、「火を使用する設備等設置届出書」を所轄の消防署へ提出する事。

■ばい煙発生施設

大気汚染防止法または地方条例により、ばい煙発生施設または特定施設に指定されている
施設は、「ばい煙発生施設届出書」または「特定施設設置届出書」を都道府県または所轄の
保健所、市等へ提出する事。

・煙突 (排気筒)は 、排ガスによる人体や周りの環境に有害な影響が出ないように正しく施工を行ってください。
・ボイラを安全に設置 ご使用頂くために、上記法令(条例)等を確認し、遵守の上ご使用ください。設置方法を誤りますと火災・―酸化炭素中毒等により、人 物
に重大な影響を与えるおそれがあります。
弊社に相談なく改造や修理を行うことは、安全に関して重大な影響を及ぼすおそれがあります。決して勝手な改造や修理は行わないでください。また、ボイラ
移設・転売の際には、弊社にご連絡ください。

・商品を安全にお使いいただくため、ご使用前に必ず「取扱説明書」をお読みください。
・より安全にご利用いただくために、感震器をお取りつけください。(ォプション)

◎輸出に関するご注意 :本カタログ製品は「外国為替及び外国貿易法」の規定により、輸出規制品に該当する場合は、輸出する際に日本国政府の輸出許可が必要です。
輸出される場合には、弊社営業担当にお問い合わせください。

◎SPSジュニス カラーメトリ、オンラインメンテナンスば三浦工業 (株)の登録商標です。

三 浦 工 業 株 式会 社
iS0 9001
ポイラ/水処理システム、オンラインによる
メンテナンスサービスの品質保証体制

IS0 14001
本社 本社工 It■ ,ι条工場が

環境マネジメントシステム登録事業所です

愛媛県松山市堀江町7番地 〒799-2696
TEL 089-979-7000    ,
FAX 089-978-2321

httpブ/WWW miuraz cojp

東証一部上場 証券コード6005

f77,F■,サ111聟|‐P,マ
‐

製品改良のため、予告なく変更する場合があります。

本カタログの内容は日本国内仕様です。

本カタログに関するお問い合わせは最寄りの販売店 営業所へどうぞ.

MEU RA
●

印刷日 18年 7月 020603022①
本カタログの無断転載を禁止しま魂


